
発達支援の動画 

「行動しくみ」 
発達支援課 HP 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
まだ自分でボールを扱えない幼いお子さんも、触ったり、なめたりしながらボールを感じています。ふわふわ、トゲトゲなどいろんな感触があると 
面白いですね。子どもがボールをぽとんと落としたら同じようにしてみる（ミラリング）、機嫌のよい発声があれば、同じように言ってみる（モニタリング） 
など、子どもの行動に応答するように関わってみてください。 

 

2024 ～子どもの育ちを応援する情報を発信～ 

 

 いよいよ夏本番の８月！暑い日が続き熱中症も心配ですが、体調に気をつ

けながら、元気に楽しく夏を乗り切りたいですね。 

 さて、今回ののびのび通信では、発達に合わせたいろいろなボール遊びを紹

介します。その中で『インリアル』についても触れたいと思います。大人も子

どもと一緒にボール遊びを楽しんでみましょう。 

のびのび通信  ８月号 

ボールを自分で扱えるようになったら、段ボールなどに穴をあ
けた物を用意してあげると、ボール入れが楽しめます。 
子どもの動きに合わせて「ぽっとん」とことば 
をかけることはパラレルトークといいます。 

  
成長に応じて、遊びにルールを取り入れてい
くとより盛り上がります。的あてや、チームに
分かれての風船バレーなどは家庭でも楽しめ
ると思います。 
ルールのある遊びを通して【順番を守る】【勝
ち負け】などの経験をし、社会性を身につけて
いきます。「次、交代して」などと言うなど、
よいことばのモデルを示すことをモデリング
といいます。 

  
のびのび通信６月号でお伝えしたように、幼児
期には【自己肯定感】が大切です。“やってみた
い”“できてうれしい”という経験を積み重ねて
いきたいですね。ボールを 10回つく、ボールを
真上に投げる間に３回手をたたく、など遊びの 

中でいろいろチャレンジしてみて 
ください。『ちょっとがんばればク 
リアできる』目標を設定すること 
が大切です。 

  
自分・ボール・相手の３者が意識できるようになると（三項関係
といいます）相手とボールのやりとりができるよう 
になります。「次はお母さんが転がすよ。ころころ」 
とことばをかけることはセルフトークにあたります。 

  
ペットボトルのボウリング遊びです。ボールを
転がす→ペットボトルが倒れる、というように
結果がわかりやすいので、目的をもって遊ぶこ
とができます。 
また、自分・ボールの２つの関係から、なかな
か相手に関心が向きにくいお子さんも、倒れた
ペットボトルを大人に立ててもらうことで、相
手に期待したりと、相手を意識する姿が見られ
るかもしれません。 

インリアル 
7 つのかかわり方～ことばがけのヒント～ 
１．子どもの行動をまねてみる             （ミラリング） 

２．子どもの発声、ことばをまねてみる         （モニタリング） 

３．子どもの行動や気持ちをことばで言う        （パラレルトーク） 

４．大人が自分の行動や気持ちを口にする        （セルフトーク） 

５．間違えたことばを否定しないでさりげなく直す    （リフレクション） 

６．子どものことばを広げて返す            （エクスパンション） 

７．子どもに新しいことばのモデルを示す        （モデリング） 

 

。 

ボールあそび 

  
新聞紙をちぎったり丸めたりして 
テープで貼り、自分でボールを作っ 
てみましょう。手先を使う経験にも 
なります。少し難しいですが、新聞 
紙で作ったバットで新聞紙ボールを 
打つのもよいですね。 
遊びの中で、子どもが「ボールできた」と言った時に、
「大きなボールができたね」とことばを広げて返すこ
とがエクスパンションです。 

紙コップと坂道で 
こんな遊びも 

 詳しくは、 

のびのび通信

2022年 

11月号で紹介

しています。 

裏面にも添付

しています！ 

◆お知らせ◆ 
発達支援課のホームページに、のびのび通信のバックナンバーや発達支援に関 

する動画をアップしています。 

発達支援課（市役所２階）の図書コーナーには、発達に関する書籍が多数あり、

貸し出しをすることができます。詳しくはホームページをご覧ください。 

 



 

 

 

のびのび通信で紹介した 

『インリアル』について 

書かれています。 

こちらもご覧いただければと 

思います！ 


